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ロケット発射場を観光資源として活⽤（和歌⼭県串本町）は「捕らぬ狸の⽪算⽤」ではない 
 
⼤阪の地からそんな
に遠くない和歌⼭県
串本でロケット打ち
上げが年に 20 回も⾒
られるチャンス。これ
と、ホエールウォッチ
ングなどの海の魅⼒
を重ね合わせれば⽴
派な町おこしができ
ることは間違いがな
いだろう。 
 
問題は資本。和歌⼭県
⽩浜に観光資源が集
まった如くに資本が
集まる仕掛けを作る
ことができるか。⽩浜
には海⽔浴場あり、ア
ドベンチャーワール
ドあり、空港あり、宿
泊施設あり、しかも交
通の便に恵まれると
いう、⻑年にわたって
蓄積された強みがあ
る。 
 
串本は規模では⽩浜
には及ばないが、⾝の
丈に合った発展のチャンスが訪れたということだ。都会からの資本と地元の⼒がうまく融
合できれば、串本にとっては素晴らしい未来が拓けてくる。千載⼀遇のチャンス、これを地
元の活性化に取り込むことができれば明るい未来が⾒えてくる。 


